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図書館からのお知らせ

あ‖がこう I□書館フレンス 屎祠%
図書館ボランティア主担当者として市民のみなさまとかかわりはじめたのは、2004年の
事でした。前年度は試行でしたが、20名の登録者で年間延べ参加者数はたつたの 155名。
あまり図書館の助けになつているとはいえない数字です。(お一人年間8回弱)主担当になっ

た時、これではいけない、イ可とかもつと来ていただけないものかと正直思いました。

それで私が始めたのは、とにか<来て下さった時にこちらから明るく挨拶をすること。気

候の話でも、雑談のような話でも、一言明る<話しかけて、気持ち良<ボランティアしてい

ただける環境を作り出すこと。来て下さつて本当に助かっています。ありがとうございます |

という感謝の気持ちを、ボランティアを終えて帰られる時には必ず心をこめて伝える事。

たつたそれだけの事ですが、―生懸命頑張つて声をかけ続けました。(私、実は少し暗い性

格だつたのですが、図書館フレンズ担当をするようになつてから、すつかり明るい性格に変

わりました。)その結果、2(X)4年度には 28名の登録者で前年の 4.4倍の延べ 682名も
のご参加をいただきました。それから毎年、登録者数も延べ参加者数も増え続け、昨年 2009
年度は75名の登録で年間延べ 2444名にもなりました。お―人年間 32.5日来て下さつた
事になります。月平均 200名以上も来ていただける日が来るとは、2004年に初めて担当
した時には夢にも思つておりませんでした。なんと初年度の 15.8倍です。)舌動内容も最初

は配架 (休館翌日・月末整理日のみ)、 修理・装備、館内装飾、リサイクルだけだつたのが、配

架は開館日全部になり、|1多理・装備の作業内容に本の清拭を追加し、書庫入れ作業と広報が

新たに加わり、リサイクルの印押しも除籍雑言志だけだつたのが、除籍図書の印押 u乍業が増え、本

当に多岐にわたって図書館をサポートしていただいております。この「絆 図書館ボランテ
ィアだより」だつて広報の皆様の労作です。ものすごい市民パワーを感じつつ、日夜図書館

フレンズの皆様に感謝しています。阪南市立図書館は、図書館でボランティアしてくださる

方展に支えられて頑張つております。これからもどうぞよろし<お願いします。廣瀬まゆみ

(阪南市立図書館,
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返却予定私にこっての日書館

図
書
館
で
本
を
借
り
る
と
二
週
間
後
に
は
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
に
よ
り
、
又
、
本
人
の
読
書
に
か

け
る
時
間
の
あ
り
よ
う
で
期
日
ま
で
に
終
了
出
来
な
い
本
も
あ
り
ま
す
が
、
期
日
が
あ
る
事
に
よ
り
心
の
持
ち
方

は
天
と
地
程
違
う
の
で
す
。

図
書
館
の
催
し
の

一
つ
、
年
に
何
回
か
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
本
を
買
っ
た
と
し
た
ら
、
い
つ
で
も
読
め
る
安
心

感
か
ら

一
度
も
開
け
な
い
本
も
出
て
来
る
。

人
間
の
生
命
の
返
却
予
定
日
は
、
本
人
が
知
ら
な
い
だ
け
で
、
き
っ
と
あ
る
の
で
は

？

家
族
も
反
人
も
ま
わ
り
の
人
々
も
少
し
ず
つ
返
却
予
定
が
近
づ
い
て
い
る
と
し
た
ら

「
又
、
今
度
」
は
三
度
と

来
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

何
事
も
思
い
立
っ
た
が
吉
日
で
、
今
す

。
ぐ

・
に

・

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
の
返
却
予
定
日
は
？

門
脇
容
子

「
絆
」
第
八
号
の

一
面
に
は
三
〇

一
〇
年
阪
南
市
立
図
書
館
の
貸
出
冊
数
が
十

一
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
図
書
館
員
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
い
か
に
図
書
館
が
市
民
に
親
し
ま
れ
、

な
＜
て
は
な
ら
な
い
施
設
に
な
っ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。

阪
南
町
か
ら
阪
南
市
に
移
行
す
る
時
、
図
書
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
読
書
反
の
会
、
文
庫
連
絡
会
、

あ
た
ご
幼
稚
園
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

一
つ
に
な
り
、
要
望
書
を
何
度
も
役
所
に
提
出
し
た
。
担
当
者
の

一
人
が

「
そ

ん
な
に
利
用
者
が
い
る
の
か
な
あ
」
と
呟
い
た
声
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
小
ホ
ー
ル
の
た
め
に
最
初
の
計

画
よ
り
図
書
館
ス
ペ
ー
ス
が
削
ら
れ
、
狭
く
な
っ
た
の
は
今
で
も
残
念
で
た
ま
ら
な
い
。
こ
れ
だ
け
市
民
に
利
用

さ
れ
て
い
る
図
書
館
は
、
税
金
を
も
う

一
度
市
民
に
還
元
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
施
設
で
も
あ
る
。

い
つ
行
っ
て
も
迎
え
て
＜
れ
る
た
く
さ
ん
の
本
と
笑
顔
の
図
書
館
員
、
私
に
と
っ
て
の
図
書
館
は
ど
こ
よ
り
も

ワ
ク
ワ
ク
す
る
心
踊
る
場
所
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
見
泰
子

4祠ヒ

,

∫づ湯:争《ご籠に抑 館肉装飾 00●

も ｀

館内装飾で児童コーす を担当しています。子 ちにインパクトが残るように、

本の紹介をかねて作品を描き、季節を感じてもらえるようにとガラス面には貼絵をしています。

作品では、最初はぎこちないタッチで描いていた線も今ではパステルを使つてほかしたり、

テッシュを使つて色を伸ばし、やわらかみのある雰囲気をだしたりと素人ながら苦戦しており

ます。

担当する4人は、もう少し子育て、子育て卒業とさまざまですが、子どもたちが本に向かう

姿に胸をふ<らませながら活動しています。                 辻 昭子
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ア
ー
ニ
ャ
は
嘘
つ
き
。
誇
大
表
現
で
周
囲
は
翻
弄
さ
れ
ま
す
。
で
も
な
ぜ
か
憎
め
な
い
の
は
反

だ
ち
思
い
の
優
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
。

一
九
六
〇
年
、
作
者
は
九
歳
か
ら

一
四
歳
ま
で

「在
プ
ラ
ハ

・
ソ
ビ
エ
ト
学
校
」
で
学
び
ま
す
。

三
人
の
同
級
生
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
ア
ー
ニ
ャ
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
リ
ッ
ツ
ァ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人

の
ヤ
ス
ミ
ン
カ
は
子
ど
も
な
が
ら
に
祖
国
に
対
し
て
愛
情
と
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

折
し
も
東
欧
は

「プ
ラ
ハ
の
春
」
「
チ
ェ
コ
事
件
」
と
激
動
の
時
代
を
迎
え
、
彼
女
た
ち
と
の

音
信
も
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
年
数
を
経
て
三
人
を
捜
す
旅
に
出
、
彼
女
た
ち
の
波
乱
に
満
ち

た
運
命
と
少
女
時
代
に
は
知
り
得
な
か
っ
た
真
実
に
出
会
い
ま
す
。

自
国
を
愛
す
る
心
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
し
か
し
そ
れ
が
民
族
間
の
紛
争
の
種
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は

「
具
体
的
に
生
き
る
誰
か
」
に
対

す
る
想
像
力
と
隣
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
で
あ
る
。
と
作
者
は
偏
向
な
す
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
持
つ

危
険
性
に
警
鐘
を
鴫
ら
し
て
い
ま
す
。

森
本
め
ぐ
み

(フイクション)

『子―ム』

堂場瞬―ノ著 光実業之日本社

《子どもの本》

〈フィクション〉

『嘘つ毒アーニャ0真っ構む真実』
米原万里ノ著 角川書店

（私

②̈

禽

ず

す

め

正
月
の
Ｔ
∨
番
組
は
面
白
く
な
い
の
で
ほ
と
ん
ど
見
な
い
と
い
う
人
が
多
＜
、
私
も
同
じ
＜
ち

だ
が
、
箱
根
駅
伝
だ
け
は
毎
年
見
て
い
る
。
こ
の
大
会
に
は
早
稲
田
、
東
洋
、
駒
沢
な
ど
の
強
豪

と
並
ん
で
毎
回

「
全
学
連
選
抜
」
と
い
う
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
。
こ
れ
は
チ
ー
ム
と
し
て
は
予
選

を
通
過
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
大
学
に
は
個
人
的
に
優
れ
た
選
手
が
た
＜
さ
ん
い
る
。
こ
れ

ら
の
選
手
を
集
め
た
チ
ー
ム
で
、
よ
い
成
績
が
出
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
だ
が
、
い
つ
も
あ
ま

り
ふ
る
わ
な
い
。

こ
の

「
チ
ー
ム
」
と
い
う
小
説
は
、
学
連
選
抜
チ
ー
ム
が
非
常
に
健
闘
す
る
内
容
で
、
警
察
小

説
と
ス
ポ
ー
ツ
小
説
と
い
う
異
色
の
組
み
合
わ
せ
で
た
＜
さ
ん
本
を
出
し
て
い
る
堂
場
瞬

一
の

作
品
で
あ
る
。
こ
の
寄
せ
集
め
チ
ー
ム
で
、
前
の
年
に
期
待
さ
れ
な
が
ら
途
中
棄
権
し
て
し
ま
っ

た
選
手
が
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
の
苦
労
と
、
チ
ー
ム
で
は
お
互

い
の
信
頼
感
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
い
か
に
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
監
督
と
キ
ャ
プ
テ

ン
の
目
を
通
し
て
描
い
た
久
し
ぶ
り
に
感
動
し
た
小
説
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｍ

″πニ

準
ス』Lfiaar*rfuilr*F -? ウィルバート・オードリーノ著 レジナルド・ダルビーノ画

桑原二郎口清水周裕ノ訳  ポプラ社

幼児にとつても手に持ちやすい大きさ (厚さも)の本です。トーマスの顔が良いし、蒸気

をあげているところが孫のお気に入りです。自分でシュツシュツポッポと立ちあがつて身体

で表現します。ページがめ<りやす<、 あきずに繰り返し、ひざの上でめ<っています。私

もトーマス、ヘンリーと言つて指さしをしてよみます。日本では 1973年にはじめて出版
され、26冊の「汽車のえほん」シリーズの1冊です。男児の大好きな本です。バスや自動
車の写真本と同じ様に手渡して欲しいです。2005年に新装改訂されましたので宇も大き<
なり、カラーのトーマスも表情がかわいいですよ !

Fドウ

EG

加藤和子●0
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図書館でボランティァしませんか?

老後・退職後に何か社会の役に立ちたいと思つている方、もう子どもの手も

離れて、時間があるから何かしたいという方、学生時代にポランティアをした

い方、図書館フレンズとして活動してみませんか ?はじめての方も大歓迎。誰
でもできる簡単な作業から、才能を生かせる作業までいろいろあります。

主な作業は、返却本を書棚・書庫に戻す作業、本の修理・清拭、児童コーす

―のコルクポードヘの装飾作成、リサイクル関連、広報関連等です。詳しい作

業内容や時間は、「図書館フレンズ作業内容」のチラシでご覧下さい。下記の

説明会で詳し<紹介した後、登録していただきますので、興味をもたれた方は、
説明会への参加申し込みをして<ださい。
説明会日時 : 3月 26日 (本)13:30～ 14:30
場   所 :サラダホール2階 。視聴覚室
申込期間 :3月 1日 (日 )～3月 24日 (火)開館時間中 (電話申込可)

!=:旦:笙!墨:ユ.工二1壺1量:童!迄.途i整!奥:塑:生1趣!墨:墨:ヱl≧i菫:望!塑1望

4月から5回連続「楽しい読み聞かせ講座」がはじまります。講座を聞いてステップアップす

れば、図書館のおはなし会で絵本を読んでみる事にもチャレンジできます。(強制ではありません。)

この機会にチャレンジして,ご自分の新しい可能性を見つけてみませんか?

絵本の奥深さを知り、子どもを楽しませるときのコツを学びましょう。3歳から小学校低学年

向きの絵本を中心に紹介し、④⑤では集団への読み間かせのノウハウを伝授します。

日時 ①4月 12日 (火 )、 ②19日 (火 )、 ③26日 (火 )、 ④5月 17日 (火)、 ⑤24日 (火 )
午前 10時 30分～12時

場所 サラダホール2階視聴覚室  参加費 無料  定員 先着 20名
申込み 3月 7日 (月 )10時から図書館で受付 (電話可)

お問い合わせは

阪 南 市 立 図 書 館
電話072-471-9000
図書館フレンズ担当まで

*無 償のボランティアです。交通費等の支給はありません。
*ボ ランティア保険加入予定です。
*こ の説明会はt新規の方 (阪南市に在住・在勤・在学の方)が対象です。

-4-


